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 株式会社 EST corporationとの業務提携に関するお知らせ（開示事項の経過） 
 

 

当社は、2020年 11月 16日付「株式会社 EST corporationとの業務提携に関するお知らせ」で公表いた

しましたとおり、株式会社 EST corporationと医療分野におけるブロックチェーン技術や暗号資産を活用

した効率的なサービスの開発・提供について、業務提携契約を締結いたしましたが、提携関係を強化する

ことを目的とし、本日付で、株式会社 EST corporationと医療分野における投資業務について、新たに業

務提携を行うことを決定いたしましたので、お知らせします。 

 

ａ．業務提携の理由 

当社は、2020 年 12 月 7 日付「特別目的会社設立による医療分野への投資強化のお知らせ」で公表し

ましたとおり、従前より積極的に行っておりました、当社からの直接の医療分野への投資に加えまして、

特別目的会社を設立し、医療分野への投資に関心の高い外部投資家の資金を活用することにより、さら

に強力に展開していくことを目指しています。 

今回、投資業務に関して業務提携を行う株式会社 EST corporation は、病院予約プラットフォーム

「ESTDoc」、遠隔診療システムや診療報酬請求システムなど、ITを活用した医療現場の事務の効率化に

取り組み、全国 18,000もの医療機関などとのネットワークを構築しております。 

医療機関や医師会、行政とのネットワークを活かし、創薬開発にも活用できる医療ビッグデータの構

築という大きなターゲットにも取り組んでおります。 

当社は、医療分野への投資に関して、株式会社 EST corporationの持つ幅広いネットワークを活かし、

投資案件の紹介や、投資検討にあたっての有益な情報提供を受けることにより、有益かつ効率的な投資

を展開してまいります。 

また、株式会社 EST corporationは医療ビッグデータの構築などの取組みに関し、当社投資先でシナ

ジーの期待できる先との業務提携やＭ＆Ａを活用してまいります。 

株式会社 EST corporationは、株式上場も視野に積極的に事業を展開しておりますが、当社との資本

提携について、協議・検討を進めております。 

 

ｂ.業務提携の内容等 

当社と株式会社 EST corporationは、医療分野における投資業務に関して、以下のとおり提携し、協

力して取り組んでまいります。 

① 当社は、医療機関や医師会、行政、医療分野の企業との有力なネットワークをもつ株式会社 EST 

corporationから、有望な投資案件の紹介を受けます。 

② 当社は、医療分野の投資案件の投資検討にあたり、株式会社 EST Corporationより投資判断に有

益な情報の提供を受けます。 

③ 株式会社 EST Corporationは、当社投資先との業務提携やＭ＆Ａを通じ、医療ビッグデータの構

築のスピードアップなど、自社の事業に活用してまいります。 

④ 当社は、上記③により、当社投資先の企業価値向上をはかります。 
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ｃ．提携の相手先の概要 
(1) 名 称 株式会社 EST corporation 

(2) 所 在 地 東京都中央区日本橋 3-14-3 武田江戸橋ビル 6F 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 清水史浩氏 

(4) 事 業 内 容 ITを活用した医療サービスの開発・提供 

(5) 資 本 金 2億 5,499万円 

(6) 設 立 年 月 日 2007年 7月 12日 

(7) 当社と相手先との関係 ⼈的、資本的⼜は取引関係はありません。また、関連当事者に該当

いたしません。 

(8) 財政状態及び経営成績 相手先の意向により非開示とさせて頂きます。 

 

ｄ．提携の日程 

(1) 決 議 日 2020年 12月 14日 

(2) 業 務 提 携 契 約 締 結 2020年 12月 14日 

(3) 業 務 開 始 2020年 12月 14日 

 

ｅ．今後の見通し 

2021 年 3 月期の業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、重要な影響を与える事象が生

じましたら、改めて開示させて頂きます。 

 
以 上 

 


